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Program at a glance
2024年 9月 13日（金）【１日目】11:30 開場

演題番号 時間 発表者 演題 座長

プレオープニング・
ランチョンセミナー 1
（共催 Swedish Orphan 
Biovitrum Japan（株））

12:00-13:00 Jeffery Szer
Expanded possibilities in paroxysmal nocturnal 
hemoglobinuria (PNH) patient care -Real world 
evidence for C3 inhibition- 

金倉　譲

開会の辞 13:10 西村　純一 開会のあいさつ

セッション A
（基礎・臨床研究）

13:20 中尾　実樹 コイ補体第二経路の D因子非依存的活性化

中尾　実樹
今井　優樹

13:35 菅谷　竜朗 肝臓虚血再灌流障害における collectin-10と
collectin-11の役割

13:50 小網　博之 感染に伴う血清補体価（CH50）の低下は、臨床転帰
の悪化と関連するか？

14:05 田岡　優冴 潰瘍性大腸炎にかかわる補体系遺伝子発現の解析

break 14:10-14:40

第 60 回補体学会
記念企画
60 回を振り返る

14:40 藤田　禎三 補体研究の歴史―補体シンポジウムから補体学会へ 関根　英治
堀内　孝彦15:20 若宮　伸隆 補体研究の歴史―展開期（臨床サイドへ）

break 15:50-16:10

セッション B（腎疾患）

16:10 水野　正司 C3腎症における血中 C3aと properdin
大谷　克城
水野　正司16:25 髙橋　陽和 ANCA関連腎炎患者血清中の循環免疫複合体の抽出と

機能解析

break 16:40

イブニングセミナー 1
（共催 ノバルティス
ファーマ（株））

17:00 細川　晃平 PNHの診断と治療 Update 西村　純一

懇親会 18:30-20:30
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9月 14日（土）【２日目】8:30 開場
演題番号 時間 発表者 演題 座長

セッション C
（神経疾患）

9:30 黒田　宙 視神経脊髄炎スペクトラムの生物学的製剤治療による
CH50変化 塚本　浩

赤津　裕康
9:45 村上　圭秀 補体因子による視神経脊髄炎の再発予測

break 10:00-10:10

第 60 回補体学会
記念講演
神経疾患と補体

10:10 柚崎　通介 C1qファミリーによる中枢神経系シナプスの制御 井上　徳光

総会・優秀賞表彰 11:30-12:10 井上　徳光

ランチョンセミナー 2
（共催 サノフィ（株）） 12:10-13:10 Christoph Q. Schmidt

(W) 補体経路 ～その歴史と最新研究～ 村上　良子

break 13:10-13:20

特別講演 13:20-14:20 Lucio Luzzatto
PNH: A RARE DISEASE HAS PROVIDED 
INNOVATIVE CONCEPTS INPATHOGENESIS 
AND INNOVATIONS IN THERAPY

木下　タロウ

break 14:20-14:30

セッション D
（血液疾患）

14:30 辻本　弘 CFH::CFHR1融合遺伝子と CFHR3-1-4-2遺伝子重複
を同定した非典型的溶血性尿毒症症候群の一家系

奥　健志
宮田　敏行

14:45 進藤　理沙 免疫性血小板減少症と補体系について

15:00 Yasutaka Ueda

Efficacy of Sutimlimab Stratified by Baseline 
Hemoglobin in Patients With Cold Agglutinin 
Disease: A Post Hoc Analysis From CARDINAL and 
CADENZA

break 15:15

セッション E
（PNH）

15:20 高森　弘之 PNHにおける造血クローンの軌跡

植田　康敬
若宮　伸隆

15:35 Ioannis Athanasiou
（堂地　赳生）

Health and Socioeconomic burden of paroxysmal 
nocturnal hemoglobinuria (PNH) in patients using 
anti-c5 treatments: A real-world, incidence-based 
analysis in the Japan healthcare system setting.

15:50 三瓶　全次郎 リサイクリング抗体 ®を超えて：皮下投与による PNH
治療を実現させるクロバリマブの分子デザイン

16:05 後藤　明彦
第Ш相 COMMODORE 1試験：補体阻害剤既治療
PNH患者を対象としたクロバリマブとエクリズマブ
のランダム化比較

16:20 小原　直
第Ш相 COMMODORE 2試験：補体阻害剤未治療
PNH患者を対象としたクロバリマブとエクリズマブ
の無作為化比較

16:35 Yasutaka Ueda
Effects of Oral Iptacopan Monotherapy are 
Sustained in Anti-C5-Treated Patients with Anemia: 
Final Apply-PNH Data

break 16:50

イブニングセミナー 2
（共催 アレクシオン
ファーマ（合））

17:00 木下　タロウ 補体制御と PNH 保仙　直穀

17:30 臼杵　憲祐 PNHにおける抗補体薬の進歩 後藤　明彦

奨励賞表彰 18:00 井上　徳光

懇親会 18:30-20:30

諸事情により変更の可能性があります。 (W) WEBでの発表
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特別企画　補体疾患シンポジウム

9月 15日（日）【３日目】8:00 開場
演題番号 時間 発表者 演題 座長

開会の辞 8:30-8:35 井上　徳光

シンポジウム：
血液疾患
1. PNH

8:35 西村　純一 PNH総論：エクリズマブ、ラブリズマブが切り開い
た希少疾患治療薬開発の道

9:05 櫻井　政寿
クロバリマブによる PNH治療の新たなアプローチ 
～皮下注可能な C5阻害薬の登場～

共催：中外製薬株式会社
西村　純一

9:35 鈴木　隆浩
PNHの新たな治療戦略
－C3阻害薬の意義－

共催：旭化成ファーマ株式会社
西村　純一

10:05 植田　康敬 PNHに対するダニコパンと C5阻害薬の combination 
therapy 西村　純一

10:35 北脇　年雄
チクッとせずに血管内も血管外も抑えます：　　　 
経口近位補体阻害薬イプタコパン単独による PNH治療

共催：ノバルティス ファーマ株式会社
小原　直

11:05 植田　康敬 総合討論

break 11:25-11:40

血液疾患
2. CAD 11:40 和田　秀穂

寒冷凝集素症：最新の診断と治療 
～ CADの多彩な症状と抗 C1s抗体スチムリマブ～

共催：サノフィ株式会社
植田　康敬

ランチョンセミナー 3 12:10-13:30

希少疾患（PNH）におけるグローバルな支援体制

木下　タロウ
Lucio Luzzatto

西村　純一
村上　早代子
Antonio Risitano (W)
Jeffery Szer
Lucio Luzzatto

JPSG（日本 PNH研究会）
PNH倶楽部
IPIG（International PNH Interest Group）
PNH Grobal Registry
Worldwide Drug Deliver Project

血液疾患
3. aHUS 13:30 松本　雅則 aHUS診断ガイド 2023と抗 C5抗体薬の使い方 井上　徳光

神経・筋疾患
gMG/NMOSD 14:00 渡邉　充 神経・筋疾患における補体標的治療 磯部　紀子

堀内　孝彦

アレルギー・膠原病
1 MPA/GPA 14:30 日和  良介

補体疾患としての ANCA関連血管炎の病態と、　　　 
C5a受容体拮抗薬の有効性

共催：キッセイ薬品工業株式会社
藤井　隆夫

break 15:00-15:40

シンポジウム：
アレルギー・膠原病
2 HAE

15:40 堀内　孝彦 HAE総論

16:00 宮田　敏行
C1インヒビターの接触系／補体系／凝固系／線溶系
における役割と HAE発症における補充の意義

共催：CSLベーリング株式会社
家子　正裕

16:30 本田　大介
HAE治療の根底を支える『オンデマンド治療』　　　  
～今こそ原点回帰～

共催：武田薬品工業株式会社
堀内　孝彦

17:00 木本　泰孝 経口カリクレイン阻害薬 ベロトラルスタット
共催：バイオクリスト・ジャパン株式会社 堀内　孝彦

17:30 大澤　勲 総合討論

閉会の辞 17:50 西村　純一


